
高校３年生意識調査
香川県健康福祉部子ども政策推進局子ども政策課

令和６年１月



１.調査目的
厚生労働省の人口動態統計によると、令和４年の本県の出生数は5,802人と、前年から

421人減少し、統計開始以来、初めて６千人を割り込みました。また、令和４年の本県の
婚姻数は、前年から233件減少し、3,435件となっています。
このような中、県内の高校３年生を対象に、日本財団が行った全国調査の質問項目に

沿って、若い世代の結婚や子育てに対するイメージを把握することを目的に、令和５年
10月から12月にかけて高校３年生意識調査を実施しました。

２.調査対象
県内の下記高等学校等に在籍する３年生（計 ７，９７７名（Ｒ５．５．１現在））

・県立高等学校（全日制） ・県立特別支援学校 ・高松市立高等学校
・私立高等学校（全日制） ・香川高等専門学校

３.回答数
５，２３７名 （回答率６５．７％）

４.調査内容
アンケート調査票のとおり

５.調査方法
県内の高等学校等を通じてWebアンケートによる回収及びアンケート用紙配布による回収

６.調査期間
令和５年１０月１９日（木）～令和５年１２月２８日（木）

７.調査結果
次ページ以降に記載
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将来結婚したいか／実際に結婚すると思うか（性別）

将来結婚を「したい」と回答した人は、香川県では51.8％であり、全国
（43.8％）よりも8.0ポイント高い。
また、実際に将来結婚を「必ずすると思う」と回答した人は、香川県では
18.8％であり、全国(16.5％)よりも2.3ポイント高い。

質問１：あなたは、将来結婚したいと思いますか（事実婚を含む）。（選択式（単一））

質問２：あなたは、実際には、自分は将来結婚すると思いますか（事実婚を含む）。（選択式（単一））

【香川県調査】

【日本財団調査】

※全体（n=5,234）と男性・女性の合計（n=5,198）との差は、性別未回答（n=36）である。

日本財団『18歳意識調査』調べ

51.8

52.6

51.1

23.1

21.8

24.3

5.6

4.3

7.0

5.1

5.0

5.1

10.9

11.6

10.3

3.6

4.8

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,234）

男性

（n=2,585）

女性

（n=2,613）

質問１：将来結婚したいか

したい どちらかと言えばしたい

どちらかと言えばしたくない したくない

わからない 考えたことがない

18.8

21.6

16.0

40.6

37.3

44.0

11.3

11.9

10.7

3.0

3.2

2.7

23.8

22.6

25.1

2.5

3.4

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,232）

男性

（n=2,586）

女性

（n=2,610）

質問２：実際には結婚すると思うか

必ずすると思う 多分すると思う

多分しないと思う 絶対にしないと思う

わからない 考えたことがない
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将来結婚すると思う理由（性別/グラフ）

香川県、全国ともに、将来結婚すると思う理由として、「好きな人と一緒
にいたいから」「自身の家庭を持ちたいから」「子どもを育てたいから」
が１～３位になっている。
一方で、香川県では「親や親せきを安心させたいから」が４位になるな
ど、全国（７位）とは異なる傾向も見られる。

質問３:自分が将来結婚すると思う理由として、あてはまるものを全て選んでください。
（選択式（複数））

【日本財団調査】

(%)

※全体（n=3,109）と男性・女性の合計（n=3,090）との差は、性別未回答（n=19）である。
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68.8

61.1

48.1

25.2

21.5

19.7

12.3

12.3

5.1

1.6

72.2

59.8

44.1

22.4

25.2

14.5

13.9

12.8

6.2

1.7

65.5

62.6

52.1

28.0

17.9

24.6

10.8

11.8

3.9

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

好きな人と一緒にいたいから

自身の家庭を持ちたいから

子どもを育てたいから

親や親せきを安心させたいから

精神的に安定するから

経済的に安定するから

恋人・パートナーが結婚を希望しているから/

希望すると思うから

役割分担ができ、家事などの生活における負

担が減るから

周りの人にした方がよいと言われるから

その他

全体（n=3,109） 男性（n=1,523） 女性（n=1,567）

（その他の回答）
・パートナーと思い出を作りたいから
・周りの人が結婚したら自分もした方が良いと思いそうだから
・自分のあとを継ぐ人が必要だから

【香川県調査】



将来結婚すると思う理由（性別/数表）

将来結婚すると思う理由として、「精神的に安定するから」と答えた女性は、
香川県では17.9％に対して、全国では29.8％となっており、また、「恋人・
パートナーが結婚を希望しているから」と答えた女性は、香川県では10.8％
に対して、全国では23.6％と、いずれの項目も10ポイント以上の開きが見ら
れる。

質問３:自分が将来結婚すると思う理由として、あてはまるものを全て選んでください。
（選択式（複数））

【香川県調査】

【日本財団調査】

男性（n=1,523）

１位好きな人と一緒にいたいから（72.2%）

２位自身の家庭を持ちたいから（59.8%）

３位子どもを育てたいから（44.1%）

４位精神的に安定するから（25.2%）

５位親や親せきを安心させたいから（22.3%）

６位経済的に安定するから（14.5%）

７位恋人・パートナーが結婚を希望しているから/希望する
と思うから（13.9%）

８位役割分担ができ、家事などの生活における負担が減るか
ら（12.8%）

９位周りの人にした方がよいと言われるから（6.2%）

10位その他（1.7%）

女性（n=1,567）

１位 好きな人と一緒にいたいから（65.7%）

２位自身の家庭を持ちたいから（62.6%）

３位子どもを育てたいから（52.1%）

４位親や親せきを安心させたいから（28.0%）

５位経済的に安定するから（24.6%）

６位精神的に安定するから（17.9%）

７位役割分担ができ、家事などの生活における負担が減るか
ら（11.8%）

８位恋人・パートナーが結婚を希望しているから/希望すると
思うから（10.8%）

９位周りの人にした方がよいと言われるから（3.9%）

10位その他（1.5%）
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将来結婚しないと思う理由（性別/グラフ）

香川県、全国ともに、将来結婚しないと思う理由として、「１人でいる方が、精神的な負
担が少ないから」「恋人・パートナーがいないから／見つからないと思うから」「自由を
失いたくないから」が１～３位になっている。
一方で、香川県では「経済的に難しいと思うから」が４位になるなど、全国（５位）とは
異なる傾向も見られる。

質問４：自分が将来結婚しないと思う理由として、あてはまるものを全て選んでください。
（選択式（複数））

【香川県調査】

61.5

54.4

48.3

30.3

29.5

22.0

20.8

3.6

2.7

5.8

56.4

57.9

46.7

36.2

20.9

19.9

15.6

3.8

3.3

4.3

67.0

50.0

49.7

23.3

39.1

23.6

25.9

2.9

1.7

7.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

１人でいる方が、精神的な負担が少ないから

恋人・パートナーがいないから/

見つからないと思うから

自由を失いたくないから

経済的に難しいと思うから

子どもを育てたいと思っていないから

家庭を築くよりも優先したいことがあるから

家事などの生活における負担が増えるから

結婚せず、自身の親や兄弟姉妹と

暮らしたいから

周りの人にしない方がよいと言われるから

その他

全体（n=746） 男性（n=392） 女性（n=348）

（その他の回答）
・特に利益を見出せないから
・結婚することによってかかるお金を、旅行などの趣味に
使用したいから。
・家庭を築いていけるか不安だから

【日本財団調査】

(%)

※全体（n=746）と男性・女性の合計（n=740）との差は、性別未回答（n=6）である。
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【香川県調査】

【日本財団調査】

男性（n=392）

１位 恋人・パートナーがいないから/見つからないと思うか
ら（57.9%）

２位 １人でいる方が、精神的な負担が少ないから（56.4%）

３位 自由を失いたくないから（46.7％）

４位 経済的に難しいと思うから（36.2%）

５位 子どもを育てたいと思っていないから（20.9%）

６位 家庭を築くよりも優先したいことがあるから（19.9%）

７位 家事などの生活における負担が増えるから（15.6%）

8位 その他（4.3%）

9位 結婚せず、自身の親や兄弟姉妹と暮らしたいから
（3.8%）

10位 周りの人にしない方がよいと言われるから（3.3%）

女性（n=348）

１位 １人でいる方が、精神的な負担が少ないから（67.0%）

２位 恋人・パートナーがいないから/見つからないと思うか
ら（50.0%）

２位 自由を失いたくないから（50.0%）

４位 子どもを育てたいと思っていないから（39.1%）

５位 家事などの生活における負担が増えるから（25.9%）

６位 家庭を築くよりも優先したいことがあるから（23.6%）

７位 経済的に難しいと思うから（23.3%）

８位 その他（7.5%）

９位 結婚せず、自身の親や兄弟姉妹と暮らしたいから
（2.9%）

10位 周りの人にしない方がよいと言われるから（1.7%）

質問４：自分が将来結婚しないと思う理由として、あてはまるものを全て選んでください。
（選択式（複数））

将来結婚しないと思う理由として、「自由を失いたくないから」と答えた男性は、香川県
では46.7％に対して、全国では26.8％となっており、また、「自由を失いたくないから」
と答えた女性は、香川県では50.0％に対し、全国では35.1％と、男女とも全国と大きい開
きが見られる。

将来結婚しないと思う理由（性別/数表）
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将来子どもを持ちたいか／実際には子どもを持つと思うか（性別）

将来子どもを「持ちたい」（※１）と回答した人は、香川県では70.6％であり、
全国（58.6％）よりも12.0ポイント高い。
また、実際に将来子どもを「持つと思う」（※２）と回答した人は、香川県では
55.1％であり、全国（45.6％）よりも9.5ポイント高い。
※１ 子どもを「持ちたいと思う」「どちらかと言えば持ちたいと思う」の合計
※２ 子どもを「必ず持つと思う」「多分持つと思う」の合計

質問５：あなたは将来、子どもを持ちたいと思いますか。（選択式（単一））

質問６：あなたは、実際には、自分は将来、子どもを持つと思いますか。（選択式（単一））

【香川県調査】

【日本財団調査】

45.8

45.7

46.2

24.8

24.5

24.7

6.2

5.3

7.1

7.5

6.3

8.7

11.4

12.5

10.4

4.3

5.6

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,234）

男性

（n=2,587）

女性

（n=2,611）

質問５：将来子どもを持ちたいか

持ちたいと思う どちらかと言えば持ちたいと思う

どちらかと言えば持ちたくないと思う 持ちたくないと思う

わからない 考えたことがない

16.3

18.9

13.7

38.8

36.3

41.3

10.5

10.5

10.5

3.5

3.2

3.7

27.8

26.9

28.8

3.1

4.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,234）

男性

（n=2,587）

女性

（n=2,611）

質問６：実際には子どもを持つと思うか

必ず持つと思う 多分持つと思う

多分持たないと思う 絶対に持たないと思う

わからない 考えたことがない

※全体（n=5,234）と男性・女性の合計（n=5,198）との差は、性別未回答（n=36）である。
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将来子どもを持つうえでの障壁（性別）

香川県、全国ともに全体で見ると、将来子どもを持つうえでの障壁として、
「金銭的な負担」が最も多く、次いで「仕事との両立」「時間的な負担」
「精神的な負担」と続いている。性別で見ると、香川県では、「時間的な負
担」よりも「精神的な負担」と答えた女性のほうが多い。

質問７：あなたが将来、子どもを持つにあたって、特に障壁となる可能性が高いと思うものを、次の
中からいくつでも選んでください。（選択式（複数））

【香川県調査】

【日本財団調査】

73.8

55.2

39.8

35.2

24.1

6.8

0.8

70.7

49.2

39.5

26.0

17.6

9.9

1.0

77.2

61.1

39.9

44.1

30.3

3.5

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

金銭的な負担

仕事との両立

時間的な負担

精神的な負担

身体的な負担

特にない

その他

全体（n=2,883） 男性（n=1,428） 女性（n=1,437）

（その他の回答）
・大人になっても夢を追いかけたい
・子どもに嫌われないか心配

※全体（n=2,883）と男性・女性の合計（n=2,865）との差は、性別未回答（n=18）である。

(%)
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将来子どもを持たない理由（性別）

香川県、全国ともに将来子どもを持たない理由として、「金銭的な負担が大きい
と思うから」が１位になっているが、性別で見ると、香川県では、男性は「金銭
的な負担が大きいと思うから」が１位、女性は「精神的な負担が大きいと思うか
ら」が１位である一方、全国では、男性は「パートナーがいないと思うから」が
１位、女性は「金銭的な負担が大きいと思うから」が１位になっている。

質問８：あなたが将来、子どもを持たないと思う理由について、あてはまるものを全て選ん
でください。（選択式（複数））

【香川県調査】

【日本財団調査】

54.6

52.1

46.9

42.8

35.7

33.2

31.2

6.7

2.9

2.7

6.7

54.1

43.7

53.2

36.1

30.1

25.4

30.1

7.6

4.2

2.8

4.2

54.6

60.0

40.3

49.2

40.5

40.3

31.6

5.4

1.1

2.2

9.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

金銭的な負担が大きいと思うから

精神的な負担が大きいと思うから

パートナーがいないと思うから

仕事との両立が難しいと思うから

時間的な制約が大きいと思うから

体力的な負担が大きいと思うから

日本経済の衰退や子育て環境の悪化など、

国内情勢を考えると難しいと思うから

地球環境や戦争など、世界情勢を考えると

難しいと思うから

パートナーが希望しないと思うから

健康上の理由・身体的な理由で、自分または

パートナーの妊娠が難しいから

その他

全体（n=731） 男性（n=355） 女性（n=370）

（その他の回答）
・子どもがあまり好きでは無いから
・必要ないから
・自分が子育てに向いてないと思うから

(%)

※全体（n=731）と男性・女性の合計（n=725）との差は、性別未回答（n=6）である。
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自世代と子どもの将来との比較

自分の世代と今年生まれる子どもの将来を比較した際、経済的に「貧しくな
る」（※１）と回答した人は、香川県では50.5％であり、全国（46.2％）より
も4.4ポイント高い。
※「大いに貧しくなる」と「少し貧しくなる」の合計。

質問９：今年生まれる子どもの将来は、現在18歳前後のあなた方の世代と比べ、経済的にどのように
なると思いますか。（選択式（単一））

【香川県調査】

【日本財団調査】

7.9

11.0

5.0

17.5

18.9

16.1

24.0

22.5

25.4

37.3

33.3

41.5

13.2

14.3

12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,230）

男性

（n=2,584）

女性

（n=2,610）

大いに豊かになる 少し豊かになる 変わらない

少し貧しくなる 大いに貧しくなる

※全体（n=5,230）と男性・女性の合計（n=5,194）との差は、性別未回答（n=36）である。
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総括

11

県内の高校３年生を対象に、日本財団が行った全国調査の質問項目に沿って、若い世代の結婚や子育て
に対するイメージを把握することを目的に、令和５年10月から12月にかけて高校３年生意識調査を実施し
ました。
意識調査の結果を本県の総合計画である「人生100年時代のフロンティア県・香川」実現計画（令和３年

度～令和７年度）で掲げる子育て支援施策の方向性である「Ⅰ 経済的負担の軽減」、「Ⅱ 子育て拠点の充
実」、「Ⅲみんなで子育て」の３つの観点から考察した結果は、次のとおりです。

Ⅰ経済的負担の軽減
将来子どもを持つうえでの障壁（質問７）として「金銭的な負担」との回答が最も多く、将来子どもを

持たない理由（質問８）として「金銭的な負担が大きいと思うから」との回答が最も多いのは、日本財団
調査の全国の状況と同様である。
また、今年生まれる子どもの将来は、自分の世代と比べ、経済的にどのようになると思うか（質問９）

について、約半数が「貧しくなる」と回答しており、将来的な経済状況に対する不安もうかがえる。
以上のことから、引き続き、幼児教育・保育の無償化や各種助成・手当制度、奨学金制度などにより、

子育て家庭の経済的負担の軽減を図っていくことが必要と考えられる。また、結婚、妊娠・出産・子育て
を希望する人が、安心してその希望を実現できるよう、県内経済の活性化により、雇用と生活を安定させ
るとともに、仕事と家庭の両立を可能とする環境づくりも推進し、将来に向けての経済的な不安を払拭す
ることが必要である。

Ⅱ子育て拠点の充実
将来子どもを持たない理由（質問８）を見ると、「精神的な負担が大きいと思うから」が「金銭的な負

担が大きいと思うから」に次ぎ２番目に多く、 ５割を超えており、特に女性では６割と最も多くなってい
る。これは、少子化の進行の中で、身近に子どもと接する機会が少なくなっていることや、子育て世帯の
孤立した育児状況を見聞きすることなどにより、若い世代が子どもを持つことに不安を感じ、子育てにネ
ガティブなイメージを持っているということであると推測される。
高校生など若い世代が子育てに具体的なイメージを持てるよう、子育て中の親子と触れる機会を創出す

るとともに、かがわ子育てステーションなど子ども・子育てに関する相談・支援拠点を身近な場所に整え、
子育ては孤独ではないこと、安心して子育てできる環境が整っていることを実感できるよう、若い世代に
向けた情報発信に工夫が必要であると考える。

Ⅲみんなで子育て
将来結婚をしたい（質問１）との回答は、５割を超えているものの、実際に将来結婚を必ずする（質問

２）との回答は、２割を下回っている。将来結婚しないと思う理由（質問４）として、男性では、「恋
人・パートナーがいないから／見つからないと思うから」との回答が最も多く、出会いの機会の創出など
の支援が必要と考えられる。また、女性では、「1人でいる方が、精神的な負担が少ないから」との回答が
最も多い。将来子どもを持たない理由（質問８）として、「精神的な負担が大きいと思うから」との回答
が女性では最も多いことからも、結婚・子育てについて、女性のほうが、より精神的な負担を感じている
ことがうかがえる。
これは、現状では育児負担が女性に偏っていることが一因と考えられることから、男性も家事や育児に

より積極的に関わることが重要である。男性の育休取得促進は男女ともに仕事と家庭を両立する観点から
も非常に重要であり、経済団体や関係機関とも連携して、環境づくりを進めていくことが必要と考えられ
る。
家庭での十分な育児時間の確保は子どもの健やかな育ちに必要な愛着の形成にもつながる。働き方改革

も含め、子どもと保護者が十分な関わりを持つことができる環境づくりが重要と考える。



高校３年生意識調査 

 

 

 

性別 

〇男 〇女  

 

問１あなたは、将来結婚したいと思いますか（事実婚を含む）。 

〇したい             〇どちらかと言えばしたい 

〇どちらかと言えばしたくない   〇したくない 

〇わからない           〇考えたことがない 

 

問２あなたは、実際には、自分は将来結婚すると思いますか（事実婚を含む）。 

〇必ずすると思う         〇多分すると思う 

〇多分しないと思う         〇絶対にしないと思う 

〇わからない           〇考えたことがない 

 

［問２で「必ずすると思う」又は「多分すると思う」を選択した場合に回答］ 

問３自分が将来結婚すると思う理由として、あてはまるものを全て選んでください。 

〇好きな人と一緒にいたいから 

〇自身の家庭を持ちたいから 

〇子どもを育てたいから 

〇精神的に安定するから 

〇経済的に安定するから 

〇恋人・パートナーが結婚を希望しているから/希望すると思うから 

〇親や親せきを安心させたいから 

〇役割分担ができ、家事などの生活における負担が減るから 

〇周りの人にした方がよいと言われるから 

〇その他（          ） 

 

［問２で「多分しないと思う」又は「絶対にしないと思う」を選択した場合に回答］ 

問４自分が将来結婚しないと思う理由として、あてはまるものを全て選んでください。 

〇恋人・パートナーがいないから/見つからないと思うから 

〇1 人でいる方が、精神的な負担が少ないから 

〇自由を失いたくないから 

〇子どもを育てたいと思っていないから 

〇経済的に難しいと思うから 

〇家庭を築くことよりも優先したいことがあるから 

〇家事などの生活における負担が増えるから 

〇結婚せず、自身の親や兄弟姉妹と暮らしたいから 

〇周りの人にしない方がよいと言われるから 

〇その他（          ） 
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県では、高校３年生を対象に結婚や子育てに関するアンケート調査を行っています。なお、本アンケート
は、匿名式となっています。御協力をよろしくお願いします。 
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問５あなたは将来、子どもを持ちたいと思いますか。 

〇持ちたいと思う 

〇どちらかと言えば持ちたいと思う 

〇どちらかと言えば持ちたくないと思う 

〇持ちたくないと思う 

〇わからない 

〇考えたことがない 

 

問６あなたは、実際には、自分は将来、子どもを持つと思いますか。 

〇必ず持つと思う 

〇多分持つと思う 

〇多分持たないと思う 

〇絶対に持たないと思う 

〇わからない 

〇考えたことがない 

 

［問６で「必ず持つと思う」又は「多分持つと思う」を選択した場合に回答］ 

問７あなたが将来、子どもを持つにあたって、特に障壁となる可能性が高いと思うものを、次の中からい

くつでも選んでください。 

〇金銭的な負担 

〇仕事との両立 

〇時間的な負担 

〇精神的な負担 

〇身体的な負担 

〇特にない 

〇その他（          ） 

 

［問６で「多分持たないと思う」又は「絶対に持たないと思う」を選択した場合に回答］ 

問８あなたが将来、子どもを持たないと思う理由について、あてはまるものを全て選んでください。 

〇金銭的な負担が大きいと思うから 

〇精神的な負担が大きいと思うから 

〇パートナーがいないと思うから 

〇時間的な制約が大きいと思うから 

〇体力的な負担が大きいと思うから 

〇仕事との両立が難しいと思うから 

〇日本経済の衰退や子育て環境の悪化など、国内情勢を考えると難しいと思うから 

〇健康上の理由・身体的な理由で、自分またはパートナーの妊娠が難しいから 

〇パートナーが希望しないと思うから 

〇地球環境や戦争など、世界情勢を考えると難しいと思うから 

〇その他（          ） 

 

問９今年生まれる子どもの将来は、現在 18歳前後のあなた方の世代と比べ経済的にどのようになると思い

ますか。 

〇大いに豊かになる 〇少し豊かになる 〇変わらない 〇少し貧しくなる 〇大いに貧しくなる 
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